
 

令和元年度“「長久手市役所の仕事」通知表”の作成（外部評価）⑩ 

令和元年 8 月 5 日 開催概要 

開 催 概 要  

会議等の名称  令和元年度行政評価・外部評価⑩  

「地区社会福祉協議会の推進」【福祉課】 

開 催 日 時 令和元年８月５日（月）  

午前１０時４５分から午前１１時４５分まで  

開 催 場 所 市役所北庁舎２階 第５会議室  

出席者氏名  

（敬称略）  

＜外部評価実施者＞  

・行政改革推進委員  

 杉山知子、島田智子、山口秋男  

・外部評価委員  

 永吉 輝、山瀬のぞみ  

＜担当課＞  

福祉部長 川本晋司、福祉課長 若杉雅弥、同課課長補佐 山田美

代子  

＜事務局＞  

総務部次長兼行政課長 飯島 淳、同課係長 加藤優作  

傍聴者人数  ５人  

問合せ 先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５  

備   考   

 

外部評価実施者の 

意見等 

・地区社会福祉協議会を推進し、顔の見える交流、つながり等に取

り組む上で、地域、自治会の役割が重要となると思う。 

・ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）と行政との情報共有

は重要であり、引き続き頻度を高めるよう取り組まれたい。行政側

の内部の連携も重要であり、引き続き取り組まれたい。 

・市民のＣＳＷの認知度を上げるため、周知について、引き続き取

り組まれたい。 

・ＣＳＷの活動項目はとても幅広いように思うこと、各地区に１人

の配置で人員が少ないこと等から、全体で問題、課題の共有を図ら

なければならないと思う。 

・行政評価票の中期、長期の目標（書き方）について、これから様々

な課題、問題が見えてくる施策だと感じるため、記載を工夫される

とよい。 

・ＣＳＷの配置転換や人員が少ないなどのことを考えると、ＣＳＷ



 

のサポートは重要である。 

・財政面で国の補助金も将来的に不透明な部分はあると思うので、

今後も注視して取り組まれたい。 

・福祉の面において、地域のコミュニティのあり方は重要な要素で

あるため、地域活動に参加されない方の掘り起こしが課題のように

思う。 

・定期的に、地区ごとの課題や先進的な活動事例について、市全体

で互いに情報を共有、学び、交流されるとよい。他の地区のことを

知ることはよいことであり、場合によっては他市町の情報を聞くこ

とも有効と思う。 

・テーマ（施策）が重いため、グッズなどの配布も方策としては有

効と思う。 

 

 

講評・まとめ  ・この施策は重要な取組であり、引き続き、ＣＳＷ、行政、その他

の団体等での連携、また庁内の連携を図り、情報共有し、推進して

ほしい。 

・施策を進める中で、中期的、長期的には様々な課題、問題が出て

くると考えられるため、持続的となるように取り組まれたい。 

 

 


